
各課が社会情勢、市民ニーズ、事務事業評価(市民評価)の結果、決算議会の内容を
踏まえ、予算編成方針に基づき予算を要求します。

財政課が各課から要求された予算の内容、必要性、緊急性などを聴き取り、収入
(財源)と照らし合わせながら、全体の調整を行います。

総務部⾧による予算査定を行います。

市⾧(副市⾧)による予算査定を行います。

市⾧が最終の当初予算(案)を決定します。

市⾧が当初予算(案)を議案として第１回定例会(３月議会)に提出します。

議会(本会議・常任委員会)において当初予算(案)の審議を行います。

議会で採決し、可決されると当初予算が成立します。

下野市の当初予算は、以下の手順で編成されます。

市⾧より当初予算を編成するための方針が示されます。

予算編成方針の決定1

市⾧(副市⾧)査定5

当初予算(案)の確定6

当初予算(案)を市議会へ提出7

当初予算(案)の審議8

各課予算要求2

財政課ヒアリング3

総務部⾧査定4

当初予算(案)の採決9

（令和4年10月12日）

（令和4年10月19日～11月4日）

（令和4年12月1日～12月8日）

（令和5年1月5日～1月11日）

（令和4年12月13日～12月21日）

（令和5年1月17日）

令和５年度当初予算編成の流れ


